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Ｅ－ｍａｉｌ：

ほんべつ豆まかナイト実行委員会
【本別町】
「日本一の豆のまち本別町」を町外へ広くＰＲ

当初来場客は150人程度でしたが、回数を重ねるご
とに増加しており、現在では1,600人を超えています。
また、イベントで使用する大豆は、地元の子供たちと、
作付や収穫を行い、体験しながら学ぶ「食育」の場と
なっています。
札幌の地下歩行空間を鬼の衣装で練り歩く等、様々

な形で活動し、多くのメディアに取り上げられていま
す。その効果もあり、町外からの問い合わせも増え、
来場者も増えています。
令和２年度は、町内外の企業

の協力により、ケーブルテレビ
やYouTubeでイベントの配信を
行いました。
(YouTubeの再生回数は1,900回)

住 所 ：中川郡本別町北１丁目４番地１９

電 話 番 号 ：0156-22-2529

Ｆ Ａ Ｘ ：0156-22-2120

Ｕ Ｒ Ｌ ：

イベントでは、“激豆まき”“豆アート”“豆浴
び”“豆風呂”“豆スライダー”など多様に行われてお
り、メインイベントの“激豆まき”では、消防署、警察
署、学校の先生等のほか、町外からも多数の参加者があ
りイベントを盛り上げています。
イベントを次世代に引き継いでいくことに留意し、町

内の中学校美術
部が制作する
“豆アート”の
イベントへの参
加も工夫してい
ます。

祈願!豆浴び

本別町の特産品である「豆」を使用し、節分に合わせ
参加型のイベントを開催することで、「豆」の魅力を発
信し「日本一の豆のまち本別町」を町外へ広くＰＲし、
本別町の商店街に来場客及び観光客を呼び込むことで中
心商店街の活性化と域内消費の創出を図ることを目的と
し開催しました。
第５回目までは町商工会が主催していましたが、令和

元年度からは町商工会青年部、町農業協同組合、町農業
協同組合青年部、役場青年女性部の四団体で構成される
「ほんべつ豆まかナイト実行委員会」を設立し事業を運
営し、昨年度で第７回目を迎えました。

中学生が作成した豆アート

メインイベントの「激豆まき」

【日本一の豆まきイベント】

「わが村は美しく－北海道」運動第10回コンクール応募団体


